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DS600、MAX1416、 
MAX6133、MAX6675

図Aに示す熱電対回路は、熱電対に
直接インタフェース接続可能なADCの
MAX1416を使用しているため、外付け
部品が不要で、全体的な実装面積が削減
されます。プログラマブルゲインアンプ
(PGA)を内蔵しているため外付けの高
精度アンプは不要で、自己較正によっ
て費用のかかる製造時の較正の工程を
避けることができます。MAX1416は、
入力コモンモードレンジがグランドより
も30mV以下にまで拡張されているため
負の温度に対応することができます。

冷接点の温度は、熱電対コネクタにあ
るDS600アナログ温度センサーを使用
して測定します。±0.5℃の精度を備え
たDS600は、市販されているあらゆる
アナログ温度センサーICの冷接点補償
を最も正確に行います。ADCが測定し
た温度に冷接点温度を加算することに 
よって、熱電対コネクタをシステムに 
接続したときに生成される寄生熱電対
が補正されます。

図Bは、MAX6675熱電対-ディジタル
コンバータ、完全熱電対インタフェース
ICを使用した、すべてが内蔵された熱電 
対回路を示しています。ADC、リファ 

レンス、利得、および冷接点補償のす
べてを内蔵することで、MAX6675は、
K型熱電対から正の温度値を測定し、
外付け部品を必要としません。した
がってMA X6675を使用することで
部品点数が減少し、設計時間が短縮し、 
複 雑なシステムが 簡素 化されます。 
最大測定温度は、+1024.75℃です。 
12ビット分解能によってLSB値は0.25℃ 
になります。

(次ページに続く)

完全な熱電対インタフェース設計によって外付け部品が不要となり 
基板スペースを縮小
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図A. MAX1416が熱電対出力を測定し、DS600が冷接点温度を測定する熱電対測定回路
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完全な熱電対インタフェース設計によって外付け部品が不要となり 
基板スペースを縮小(続き)

VCC

GND

T+

T-

SO

SCK TO MICROCONTROLLER

CS

0.1µF

3.3V

MAX6675

図B. MAX6675は、K型熱電対用の完全な熱電対- 
ディジタルコンバータです。

温度検出の詳細については、Maximの｢Thermal Management Handbook｣(英文) 
(japan.maxim-ic.com/thermal-handbook)をご覧ください。

http://japan.maxim-ic.com/thermal-handbook
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センサー
電流、光、および近接検出

概要
電流検出は多くのアプリケーションで
重要であり、よく知られた2つの方式
に分類することができます。

•• 1つ目の方式では、電流検出は一般
に大電流で使用され、またほとんど
の場合、電源監視で使用されます。
標準的なアプリケーションとしては、
短絡検出、過渡電流検出、および
電池の逆接続検出があります。

•• 電流検出は、光に当てたときに少量の
電流が生成されるフォトダイオード 
など、はるかに小さな電流の検出 
(マイクロアンペア単位)を必要とする
アプリケーションでも使用されます。
一般的なアプリケーションは、環境 
光検 知、 近 接 検 出、 および 光 の 
吸収/反射による化学プロセスの 
監視です。

以上の電流検出手法は、複数の構成
で利用可能な電流検出アンプまたは 

 トランスインピーダンスアンプ(TIA)を
利用しています。各タイプの電流検出
アンプについて以下で説明します。

電流検出アンプを使用する 
電流検出
電流の測定には、さまざまな手法が
使用されていますが、最もよく知られた
手法は電流検出抵抗器を用いる手法 
です。この手法の基本原理は、オペ 
アンプを用いた差動利得段を使用して
電流検出抵抗器の両端の電圧降下を
増幅し、得られた電圧を測定するという 
ものです。ディスクリート部品を使用
して増幅回路を作成することができま
すが、ディスクリートによる実装よりも
内蔵の電流検出アンプを使用する方が
大きな利点が得られます。すなわち、 
温度ドリフトの向上、プリント基板
(PCB)面 積 の 減 少、 お よび 幅 広い 
コモンモードレンジの取り扱いが可能、 
などです。

ほとんどの電流検出アプリケーションは、
ローサイド方式またはハイサイド方式
のいずれかを利用しています。ロー
サイド手法では、検出抵抗はグランド
経路と直列に接続されます。この回路
は、低い入力コモンモード電圧を取り
扱い、出力電圧はグランド基準です。
ただし、ローサイド検出抵抗によって、

電流、光、および近接検出

μC

SENSOR AND
NETWORK

AFE FILTER ADC DIGITAL DOMAIN

ADC

Reference

CURRENT-
SENSE AMP

TRANSCONDUCTANCE
AMPLIFIERS

= MAXIM SOLUTION

FILTERS

OP AMPS
PRECISION 
RESISTORS

REFERENCE

LEVEL
TRANSLATOR

TOUCH
SCREEN

ISOLATION

ADC

SOURCE

LOAD

電流検出アプリケーションにおけるシグナルチェーンのブロック図。Maximが推奨する電流検出ソリューションの一覧については、 
japan.maxim-ic.com/detectをご覧ください。

http://japan.maxim-ic.com/industrial
http://japan.maxim-ic.com/detect
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望ましくない不要な電気抵抗がグランド
経路に生じます。ハイサイド方式では、
検出抵抗は正の電源電圧と直列に接続
されます。この場合、負荷は接地され
ていますが、ハイサイド抵抗器は比較
的大きなコモンモード信号に対処する
必要があります。

Maximのハイサイド電流検出アンプは、 
電源の正端子と監視対象回路の電源
入力との間に配置された電流検出抵抗
器を利用しています。この配置によって
グランドプレーン内の不要な電気抵抗
を避け、レイアウトを大幅に簡素化し、
回路全体の性能を一様に向上してい

ます。Maximの片方向と双方向のさま
ざまな電流検出ICには、検出抵抗を 
内蔵しているデバイスと内蔵していない
デバイスがあります。

 トランスインピーダンスアンプ
(TIA)による光検出
もう1つのよく知られた電流測定手法
は、TIAのように入力バイアス電流が
極めて小さなオペアンプを使用します。
TIAは電流入力を電圧出力に変換し
ます。この方式は、光検出アプリケー
ションでフォトダイオードによって生成
される電流のように、変化量が大きく、
より小さな電流において機能します。

単純なフォトダイオードは光検出の
ための非常に正確なトランスデューサ
です。 光 検 出は、 日光を利 用した 
電源管理から高度な産業用プロセス
制御のアプリケーションまで、多くの
さまざまなアプリケーションで使用さ
れています。ある状況における照明
の照度は広範囲にわたって変化する

可能性があるため(たとえば20k lx〜
100k lxなど)、幅広いダイナミック 
レンジが光センサーにとって重要な 
要件となりえます。MAX9635*などの
高集積ソリューションは、フォトダイ 
オード、アンプ、および アナログ- 
ディジタルコンバータ(ADC)を内蔵し、
0.03lx〜130,000lxのダイナミック 
レンジを提供します。

フォトダイオードによる 
近接検出
近接検出は多くの方法で行うことができ
ますが、フォトダイオードを使用するこ
とで、他の方法に比べて精度が向上し、
より多くの電力を節約可能です。光が 
フォトダイオードに照 射されると、 
光量に比例した電流が生成されます。
低入力ノイズで広帯域幅のバッファ 
段がこの電流をシステムの他の部分に
転送します。MAX9945などの低入力
電流ノイズのアンプによって正確な測定
が可能になります。

japan.maxim-ic.com/detect
*開発中。入手性についてはお問い合わせください。

http://japan.maxim-ic.com/MAX9635
http://japan.maxim-ic.com/MAX9945
http://japan.maxim-ic.com/detect
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利点

•• 電源側で電流を直接監視することで 
高精度の検出が可能
–– MAX9922によって28V信号に直接 
インタフェース接続可能

–– MAX9922/MAX9923は、特許取得済み
のスペクトラム拡散オートゼロ技術*を使用
してオフセットを除去し、時間経過と温度
変化に対するドリフトを解消

–– 12ビットADC

•• 単純な汎用ソリューションによって 
一連の性能とコストベースの要件に対応
–– 同一パッケージでピンコンパチブルな 
8、10、および12ビットADC

–– 2線式I2Cバス上で4〜12の
ADCチャネル

MAX9922/MAX9923、MAX11601、
MAX11607、MAX11613ファミリ

電力監視のアプリケーションには、非常によく知られた回路があります。
電流検出アンプのMAX9923は、極めて低いオフセットと低ノイズを 
備えた電流検出抵抗器の両端の差動電圧を増幅します。

MAX9923の出力と電源の抵抗分圧の出力が、低コストで4チャネル
の12ビットADCであるMAX11613に供給されます。ここには2つの
独立した電源が存在しますが、ADCは複数の電源の電圧と電流を監
視することができます。ADCファミリのMAX11601、MAX11607、
MAX11613は、4〜12チャネルを備えた、低コストで小型パッケージ 
(µMAX®またはQSOP)のI2Cソリューションを提供し、このアプリケーション
用に最適です。 

システムの電源を監視することで効率を改善して信頼性を向上

システムの電源を監視するための回路

MAX9923T
MAX9923H
MAX9923F

GND

OUT

RS+ RS-
RSB

*OPTIONAL NOISE REDUCTION

FB

VDD3.3V

SHDN
ON

OFF

1nF*

REF

VSENSE

RLOADBATT
1.9V TO
28V

MAX9923T
MAX9923H
MAX9923F

GND

OUT

RS+ RS-
RSB

FB

VDD3.3V

SHDN
ON

OFF

1nF*

REF

VSENSE

RLOADBATT
1.9V TO
28V

MAX11613

*米国特許番号6847257

http://japan.maxim-ic.com/industrial
http://japan.maxim-ic.com/MAX9922
http://japan.maxim-ic.com/MAX11601
http://japan.maxim-ic.com/MAX11607
http://japan.maxim-ic.com/MAX11613
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利点

•• 電力要件を最小化
–– 超低動作消費電流：1µA
–– VCCは1.7V〜3.6Vで、別の電源レイルが
不要

•• 広範囲のアプリケーションに適合
–– 幅広い検出範囲：0.03lx〜130,000lx
–– 変換時間が調整可能であるため 
柔軟性が向上

•• 高集積化によってシステム設計が簡素化
–– 自動レンジ用の6ビット適応利得制御で 
設計を簡素化

–– 光学フィルタによって人間の目によく似た
光学応答を実現し、IRとUV光を遮断

MAX9635*

MAX9635は、ディジタル出力を備えた高集積環境光センサーです。
1µAという消費電力によってシステムの電力を削減します。内蔵のADCと
I2C通信チャネルによって外付け部品が不要となってコストを削減します。
この高集積ソリューションの実装面積は2mm x 2mmであるためスペー
スも削減されます。適応利得ブロックの追加機能によってこの部品をシ
ステムに組み込むことは簡単です。

22ビットの高集積環境光センサーで節電し、システムコストを削減し、 
システムを簡素化

16-BIT
ADC

PHOTODIODE
WITH OPTICAL FILTER
AND IR/UV REJECTION

VCC

GND

6-BIT
ADAPTIVE

GAIN DIGITAL LOGIC
SIGNAL

PROCESSING
AND I2C

SDA

SCL

A0

INT

N

MAX9635*

+

-

22ビット、高集積、環境光センサーMAX9635の標準動作回路

*開発中。入手性についてはお問い合わせください。

http://japan.maxim-ic.com/MAX9635
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利点

•• 極めて過酷な動作環境でも耐えうる 
インダストリアルグレード製品
–– -20V〜+75V入力コモンモード動作 
レンジで信頼性を確保しながら 
誘導性負荷の電流を測定

–– 自動車用温度範囲：-40℃〜+125℃

•• 機能を集積化することでシステムのコスト
を削減し設計サイクルを短縮
–– 片方向/双方向の電流検出
–– 4.5V〜5.5Vの単一電源動作によって 
別の電源が不要

–– 入力オフセット電圧(VOS)：400µV (max)
–– 利得精度誤差：0.6% (max)

MAX9918/MAX9919/MAX9920

MAX9918/MAX9919/MAX9920電流検出アンプは、入力コモン
モードレンジが負になる可能性がある極めて過酷な動作環境での片方向/ 
双方向の電流検出を提供します。誘導性負荷の電流を測定するため、 
アンプは、-20V〜+75Vのコモンモード動作レンジを備えています。 
片方向/双方向の電流測定を組み合わせることで、システムへの電流の
充電と放電を測定します。4.5V〜5.5Vの単一電源動作によってシステ
ム全体のコストを削減します。

極めて過酷な動作環境で高精度の測定を実現

過酷な動作環境におけるMAX9918/MAX9920電流検出アンプの標準動作回路

M

 

 

 φ2B

φ1B

ADC

REF

A

INPUT-STAGE
LEVEL SHIFTER

RSENSE

VBATT

ADJUSTABLE GAIN

VCC VCC

RS+

RS-

FB

OUT

REFIN

R2

R1

GND

GNDSHDN
φ2B

φ1A

μC

MAX9918
MAX9920

http://japan.maxim-ic.com/industrial
http://japan.maxim-ic.com/MAX9918
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利点

•• リアルタイムの電力および電流監視に 
よって、システムの信頼性を向上
–– 電流検出精度：±1.5% (max)
–– 電力検出精度：±1.5% (max)
–– 入力源の電圧範囲：4V〜28V

•• 機能の集積化によりシステムコストを 
削減し設計サイクルを短縮
–– 2つの内蔵の汎用コンパレータを使用する
ことで、診断アラームを出力可能

–– 1.21Vのリファレンス出力を内蔵
–– 3つの電流/電力利得オプションによって
産業アプリケーションでの柔軟性を実現

MAX4211

MAX4211は、フル機能の連続電流および電力モニタです。この 
デバイスはハイサイド電流検出アンプ、1.21Vバンドギャップリファ 
レンス、および2つのコンパレータ(オープンドレイン出力)を組み合わ 
せて、過電力、過電流、および/または過電圧の状態を検出する回路を
構築しています。

システム診断によって過酷な動作環境でアップタイムを確実に向上

過酷な動作環境におけるMAX4211電力および電流モニタの
標準動作回路

+
-

IOUT

VCC

+

RS-RS+

-

RSENSE

VSENSE

LOAD

1.21V
REFERENCE

POUT

REF

2.7V TO
5.5V

+
-

4V TO
28V

CIN1+
INHIBIT

COUT1

COUT2

LE
CIN1-

CIN2+

CIN2-

GND

25:1

MAX4211A
MAX4211B
MAX4211C

http://japan.maxim-ic.com/MAX4211
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利点

•• 差動入力/出力構成によって過酷な 
動作環境ノイズを最小化
–– 入力レベルシフトアンプ段を使用して 
グランドを上回る信号と下回る信号を 
処理。熱電対アプリケーションに最適

–– 差動出力構成用のアンプを内蔵

•• 機能機能の集積化によりシステムを簡素化
し、システムの柔軟性と堅牢性を 
最大限に向上
–– 高信号帯域幅用に最適化
–– SPI制御で設定可能な利得：0.2V/V、 
1V/V、10V/V、20V/V、30V/V、40V/V、
60V/V、80V/V、119V/V、および 
157V/V

–– 内蔵入力保護：最大±16V
–– RCで設定可能なアクティブフィルタ用の 
アンプを内蔵

–– オンデマンド較正用の入力オフセット 
電圧補償

MAX9939

MAX9939は差動入力のプログラマブルゲインアンプ(PGA)です。この 
製品は、SPI™で設定可能な0.2V/V〜157V/Vの差動利得、オンデ 
マンド較正用の入力オフセット電圧補償、および高次アクティブフィ 
ルタまたは差動出力の供給用として設定可能な出力アンプを特長として
います。MAX9939は、入力レベルシフトアンプ段を使用することで、
グランドを上回る信号も下回る信号も両方を処理することができます。

全温度範囲でシステムの精度を向上し、過酷な環境ノイズの影響を最小化

RI
A

VCC

VCC/2

20kΩ

20kΩ

VCC

VCC/2

20kΩ

20kΩ

LVL

VCC

VCC/2

20kΩ

20kΩ

10kΩ

10kΩ

10kΩ

INA+

INA-

B

RF

0.1μF 1μF

VCC

SCLK

SPI REGISTERS

DIN CS

GAIN

INPUT-
OFFSET-
VOLTAGE
TRIM

SHUTDOWN

10kΩ

10kΩ

ADC

OUTA

INB

OUTB

ASIC

CS

DOUT

SCLK

MAX9939

堅牢なMAX9939 PGAのファンクションダイアグラム

http://japan.maxim-ic.com/industrial
http://japan.maxim-ic.com/MAX9939
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利点

•• システムの信号対ノイズ比(SN比)を 
改善して測定の精度を向上
–– 低入力バイアス電流：50fA
–– 低入力電流ノイズ：1fA/√Hz
–– 低ノイズ：15nV/√Hz

•• 高電圧の堅牢設計で混合電圧設計を 
簡素化
–– 単一電源の電圧範囲：4.75V〜38V
–– デュアル電源の電圧範囲： 
±2.4V〜±19V

–– レイルトゥレイル出力電圧振幅

MAX9945

オペアンプのMAX9945は、低動作電力と低入力電圧ノイズの優れた
組合せを特長としています。また、MOS入力によってMAX9945は、
50fAの低入力バイアス電流と低入力電流ノイズ(15nV/√Hz)を特長とし
ています。MAX9945は、高抵抗センサーや低電流TIAのアプリケー 
ション間のインタフェースを簡素化します。

フォトダイオードと高抵抗センサーのアプリケーションにおける 
システム精度を最大限に向上

IN-

IN+

OUT

VEE

VCC
PHOTODIODE

SIGNAL
CONDITIONING/

FILTERS
ADC

MAX9945

MAX9945オペアンプを装備した高精度の光センサーインタフェース

http://japan.maxim-ic.com/MAX9945
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センサー
ホール効果センサー

概要
ホール効果センサーは、状態、位置、
角度、および近接検出のアプリケー 
ションやスマートセンシングシステムで
広く使われています。ホール効果セン
サーは磁界を検出するため、過酷な環
境状態での動作が可能です。その堅牢
性と信頼性は、磁界によって得られる
重要な利点です。

ホール効果センサーは、リアルタイム
のフィードバックを行うためにモータ 
の 速 度、位置、および 方向を検出
し、システムにこのデータを送出する、 
モータ用アプリケーションで使用さ
れています。モータに障害があれば、 
センサーはこれを検出し、是正処置を
とれるようにしています。

一般に、動きの方向を検出するには、
2つのホール効果センサーを使用し
ます。MaximのMAX9641*は、2つの
ホール効果センサーとディジタルロジッ

クを組み合わせて位置と方向の出力を
提供します。機械的な動きを検出する
ことができるようにするには、シング
ルとデュアルのホール効果スイッチに
ホール効果センサー、アンプ、および
出力段を組み込みます。たとえば、ホー
ル効果スイッチを静止部品に配置して
磁石を機械的に移動するアームに配置
することができます。アームと静止部品
との位置合わせを行うと、ホール効果
スイッチは、位置を検出し、マイクロ
プロセッサに情報を転送します。

ホール効果センサーは、機械的な手法
に比べて堅牢性と再現性を向上します。
このセンサーは、フォトインタラプタ
を用いたシステム(ほこりや湿気の多い
環境で信頼性が低い)に比べて信頼性
が向上します。

ホール効果センサー

japan.maxim-ic.com/detect

HALLVOLTAGE

MAGNETIC FLUX

APPLIED

CURRENT

*開発中。入手性についてはお問い合わせください。

http://japan.maxim-ic.com/industrial
http://japan.maxim-ic.com/MAX9641
http://japan.maxim-ic.com/detect


センサー
ホール効果センサー

84	 Maxim Industrial Solutions

利点

•• 機能の拡張でシステム設計を簡素化
–– 調整可能なRATEピンを用いてユーザーが
選択可能なサンプリング周期：160µs、
500µs、および50ms

–– ADJピンを設定することでスイッチの 
スレッショルドポイントを簡単に 
選択可能

•• 速度と方向の測定を簡素化
–– デュアルホール効果センサーを単一の 
ICに内蔵

•• システムコストの削減
–– 方向と速度の両方の情報を単一のICで 
収集

–– 1.7V〜5.5Vの電源電圧範囲は多くの 
システム設計に適合

MAX9641*

MAX9641は、超低電力のデュアルホール効果スイッチで、スレッシ
ョルド可変動作が可能で、またサンプリング周波数を選択することがで
きます。3種類のサンプリング周期(160µs、500µs、および50ms)を
設定可能なため、動作速度を選択する際の柔軟度が向上します。ホール
効果スイッチの動作ポイントは、調整ピンを設定することで簡単に3つの
ポイントに調整することができます。通信ロジックが内蔵されている
ため、ユーザーは、磁石の移動の速度と方向についての情報を取り出す
ことができます。2つのホール効果センサーを1つのチップに組み込む
ことで、システム全体のコストを削減することができます。

*開発中。入手性についてはお問い合わせください。

デュアルホール効果スイッチでモーション検出とシステム設計を簡素化

MAX9641* µC/FPGA/
CHIPSET

PROCESSORMODE GND OUT

DIR

OUT

DIR

VDD

3.3V

N S

S N

デュアルホール効果スイッチのソリューション

http://japan.maxim-ic.com/MAX9641
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センサー
センサー通信インタフェース

センサーは、アナログまたはディジ
タルの手法を用いて、検出した情報を
送出します。アナログ手法は、電圧
または電流のループをベースにして
います。ディジタル 情 報は、CAN、
CompoNet®、IO-Link®、RS-485な
どのデータインタフェースを用いて送出
されます。

バイナリセンサーは、単一のビット
情報のみを送出します。一般に、１つの
ロジックレベルを用いて、対象物体の

有無を検出して送出されます。また、
バルブ内のピストンのような物体が所定
の限界距離に達すると、センサーはこ
れを検出し、バイナリインタフェースを
介してプログラマブルロジックコント
ローラ(PLC)システムに送出します。

産業環境は過酷であるため、センサイン
タフェースはあらゆる形態の取り扱い
ミスやEMIに対して堅牢でなければな
りません。

センサー通信インタフェース

japan.maxim-ic.com/sensor

http://japan.maxim-ic.com/industrial
http://japan.maxim-ic.com/sensor
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利点

•• 障害保護回路を内蔵することで、 
基板スペースを25%削減
–– 内蔵のトランシーバによる最大の障害保護
–– 障害保護：最大±80VDC

•• 柔軟性のある構成によって複数の 
システムとのインタフェース接続が可能
–– 広範囲な電源電圧：3.3V〜5V
–– フルおよびハーフデュプレックスシステム 
とのインタフェース接続が可能

•• 高集積化によって部品表(BOM)の 
複雑さとコストを削減
–– スルーレート制限機能を内蔵することで 
エラーフリーのデータ送信を実現

–– 真のフェイルセーフ動作
–– ホットスワップ動作

•• 過酷な環境で堅牢な動作
–– ESD保護：±15kV

MAX13448E、MAX3440E–MAX3444E、 
MAX13442E/MAX13443E/MAX13444E、
MAX3430

同一ケーブルで電源とデータが配信されるアプリケーションでは、 
配線の誤り、ケーブルの短絡、または通信バス上でサージが生じる 
おそれがあります。MaximのRS-485トランシーバは、最大±80VDCの
障害保護を備えています。

品名 VCC電源(V) 構成 障害保護(V)

MAX13448E 3.3 ~ 5 フル ±80

MAX3440E~44E 5 ハーフ ±60

MAX13442E/43E/44E 5 ハーフ ±80

MAX3430 3.3 ハーフ ±80

障害保護のRS-485トランシーバによって機器の堅牢性が向上

MaximのRS-485ファミリは、高度な柔軟性と集積化を実現しています。

DI

DE

Y

Z

A

B

POLYSWITCH
LIMITERS

ZENERS

Reduces
external

components, 
saves up to
25% board 

space

D
DI

RO
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Y

Z

N.C.

R

A

GND

B

VCC

MAX13448E

DI

RE

RE

http://japan.maxim-ic.com/MAX13488E
http://japan.maxim-ic.com/MAX3440E
http://japan.maxim-ic.com/MAX13442E
http://japan.maxim-ic.com/MAX3430
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センサー
センサー通信インタフェース

利点

•• 業界最小のパッケージでコンパクトな 
設計を実現
–– 小型WLP (2.5mm x 2.5mm)および
TQFN (4mm x 4mm)

–– 必要な外付け部品の最小化

•• すべての高電圧機能を内蔵することで 
センサー回路の分離を最適化し、 
基板スペースを削減
–– 高電圧レギュレータを内蔵
–– 低電圧の検出
–– 2つの出力ドライバと2つのレシーバ

•• 単一のソリューションで複数の 
アプリケーションの要件を満たし、 
在庫管理を簡素化
–– センサーとアクチュエータに最適
–– バイナリセンサーのアプリケーションに 
最適

–– デュアル出力と入力はほとんどの 
センサーニーズに適合

–– デュアル出力電源が信号調整用に電力 
供給

MAX14820*

MAX14820は、センサーとアクチュエータのための24Vバイナリインタ
フェースを備えたトランシーバです。この製品はIO-Linkデバイスの
アプリケーション用に設計され、IO-Linkの規定のデータレートのすべて
をサポートしています。MAX14820には、24Vディジタル入力と出力
(I/O)が追加されています。2つのレギュレータが共通のセンサー信号と
信号調整に必要な5Vと3.3Vを生成します。ドライバは、PNP、NPN、
およびプッシュプルに構成可能です。構成、監視、およびアラームは、
SPI™インタフェースを通じてアクセスされます。デバイスは、熱的に
自己保護されており、24Vインタフェースのすべてのピンは、逆極性、
短絡、およびESDから保護されています。

IO-Link/バイナリセンサーのインタフェースでPCBの実装面積を削減

MAX14820のIO-Link/バイナリセンサーのインタフェースによってPCBの実装面積を削減
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0.1μF

*開発中。入手性についてはお問い合わせください。

http://japan.maxim-ic.com/industrial
http://japan.maxim-ic.com/MAX14820


センサー
推奨ソリューション

88	 Maxim Industrial Solutions

圧力センサーと重量計

品名 説明 特長 利点

ADC

MAX1415/16 
MX7705

16ビット、低電力、2チャネル、 
シグマ-デルタADC

2つの差動チャネル、PGA、単一電源動作 柔軟性に優れたADC、広範囲のセンサーと 
インタフェース接続

MAX1400/01/02/03 18ビット、5チャネル、 
デルタ-シグマADC

3つの差動チャネル、PGA、高精度の励起用電流源、
バーンアウト検出

高集積化によって、1つのADCで圧力と温度を 
測定する高精度のセンサーを実現

MAX11040 24ビット、4チャネル、同時 
サンプリングシグマ-デルタADC

最大32チャネルをカスケード接続可能、16kspsで
106dBのSN比、過電圧保護(OVP)

複数チャネルの正確な振幅と位相の情報を必要と 
するセンサーとのインタフェース設計を軽減

MAX11200*/01*/02* 超低電力、シグマ-デルタADC 10spsにおいて21ビットのノイズフリーレンジ、 
3V電源、0.45mW、4つの汎用入力/出力(GPIO)

21ビットのノイズフリーレンジで、消費電力の制限に 
対する影響を最小化

センサー信号コンディショナ

MAX1452 低コスト、高精度、アナログ 
センサー信号コンディショナ

複数温度較正、電流と電圧の励起、150nsの高速応答、
単一ピンで設定可能、4-20mAアプリケーション

広範囲のセンサーアプリケーションに柔軟な信号調
整プラットフォームを提供することで在庫を軽減

MAX1464 低電力、低ノイズ、マルチチャネル、
ディジタルセンサー信号プロセッサ

16ビットADC、DAC、およびCPUを内蔵。設定可能
な補償のアルゴリズム。ディジタル、アナログ、 
およびPWMの出力。4-20mAアプリケーション

精密な信号コンディショナをマイクロコントローラ
に直接インタフェース接続することでスペースを 
削減

アンプ

MAX9617/18 超高精度、ゼロドリフトの 
オペアンプ

1.5MHzの利得帯域幅(GBW)、消費電流：59μA、
ゼロドリフト入力オフセット電圧(VOS)：10μV (max)、
シングルおよびデュアルのパッケージバージョン

さまざまな低周波数アプリケーションで高精度の 
測定を実現

MAX9943/44 高電圧、高精度、低電力オペアンプ 広範囲の電源電圧：6V ~ 38V、2.4MHzのGBW 柔軟な設計で広範囲のアプリケーションに対応

推奨ソリューション

*開発中。入手性についてはお問い合わせください。

Maximが推奨する圧力センサーソリューションの一覧については、japan.maxim-ic.com/psiをご覧ください。

http://japan.maxim-ic.com/psi
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温度検出

品名 説明 特長 利点

熱管理

DS600 高精度アナログ出力温度センサー 業界でも最高水準精度のアナログ温度センサー：
±0.5°C (-20°C ~ +100°C)

優れた熱電対測定に最適な冷接点補償の精度

DS7505 低電圧、高精度のディジタルサー 
モメータおよびサーモスタット

精度：±0.5°C (0°C ~ +70°C)、動作電圧：1.7V ~ 3.7V、
業界標準のピン配列

業界標準のピン配列であるためLM75を置き換えて 
精度向上と電源の低電圧化が可能

DS18B20 高精度1-Wireディジタル温度センサー 精度：±0.5°C (-10°C ~ +85°C)、1-Wireインタフェース、
製造時にIDコードをレーザ書込み(64ビット)

競合品に比べて少ない配線数で複数の高精度温度 
センサーに接続

MAX6675 K型熱電対-ディジタルコンバータ 冷接点補償を内蔵 最も簡単な熱電対インタフェース、外付け部品不要

ADC

MAX1300*/01/02*/03 ソフトウェアで設定可能な入力 
レンジを備えた16ビット、 
8/4チャネルSAR ADC

入力レンジ：±12V ~ 0 ~ 2.048V、
過電圧保護入力：±16.5V、PGA、内部リファレンス

複数の出力レンジを備えたセンサーを取り扱う 
とき設計を簡素化

MAX1415/16 
MX7705

16ビット、低電力、2チャネル、 
シグマ-デルタADC

2つの差動チャネル、PGA、単一電源 広範囲のセンサーとの柔軟なADCインタフェース

MAX1400/01/02/03 18ビット、5チャネル、 
シグマ-デルタADC

3つの差動チャネル、高精度の励起用電流源、 
バーンアウト検出

単一のADCによって温度センサーの設計が 
簡素化され、熱電対とRTDを正確に測定可能

MAX11200*/01*/02* 超低電力シグマ-デルタADC 10spsにおいて21ビットのノイズフリーレンジ、 
3V電源、0.45mW、4つのGPIO

21ビットのノイズフリーレンジで、消費電力の制限
に対する影響を最小化

アンプ

MAX9617/18 超低電力、ゼロドリフトの 
オペアンプ

1.5MHzのGBW、消費電流：59μA、ゼロドリフト入力
オフセット電圧(VOS)：10μV (max)、シングル
およびデュアルのパッケージバージョン

さまざまな低周波数アプリケーションで高精度の 
測定を実現

MAX9943/44 高電圧、高精度、低電力オペアンプ 広範囲の電源電圧：6V ~ 38V、2.4MHzのGBW 柔軟な設計で広範囲のアプリケーションに対応

MAX9939 オンデマンド較正と差動入力/出力 
構成を備えたSPIプログラマブル 
ゲインアンプ(PGA)

入力が負電圧に対応、広範囲の利得構成、 
入力誤差のゼロ設定機能

オンデマンド較正でシステムの精度を向上、 
過酷な環境ノイズを最小化

推奨ソリューション(続き)

*開発中。入手性についてはお問い合わせください。

Maximが推奨する温度センサーソリューションの一覧については、japan.maxim-ic.com/-40+85をご覧ください。

http://japan.maxim-ic.com/industrial
http://japan.maxim-ic.com/-40+85
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光検出

品名 説明 特長 利点

ADC

MAX1168/67
MAX1162

16ビット、200ksps、8/4/1チャネル 
SAR ADC

16ビット、ミッシングコードなし、5V単一電源、
ユニポーラ入力レンジ：0 ~ 5V

マルチチャネルアプリケーションのための柔軟で 
正確なソリューション

MAX11200*/01*/02* 超低電力シグマ-デルタADC 10spsにおいて21ビットのノイズフリーレンジ、 
3V電源、0.45mW、4つのGPIO

低電力を使用すると同時に20klx ~ 100klxの範囲に 
わたって正確な測定を実現

アンプ

MAX9635* ADCを組み込んだ環境光センサー 1μAの超低電力、自動利得制御(AGC)付き
22ビット幅のダイナミックレンジ

内蔵の環境光センサーによる節電、システム 
コストを削減し、システムを簡素化

MAX9945 低ノイズ、MOS入力、低電力 
オペアンプ

電源電圧範囲：4.75V ~ 38V、低入力バイアス電流、
低入力電流ノイズ

低入力バイアス電流(fA)でシステムの精度を最大限に
向上

MAX4230~MAX4234 高出力駆動、レイルトゥレイルI/Oの
オペアンプシリーズ

出力駆動性能：200mA、10MHzのGBW、
高スルーレート：10μV/s

センサーと収集システム間の距離を延長することが
できる駆動を提供

MAX4475~MAX4478 低歪みでCMOS入力のオペアンプ 
シリーズ

THD+N：0.0002%、低入力バイアス電流、10MHzの
GBW

ADCに対して入力信号を正確に再生

推奨ソリューション(続き)

*開発中。入手性についてはお問い合わせください。
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電流検出

品名 説明 特長 利点

ADC

MAX11600~ 
MAX11605
MAX11606~ 
MAX11611
MAX11612~ 
MAX11617 

I2Cインタフェース内蔵のマルチ
チャネル低電力ADC

低コスト、8/12ビット、4/8/12チャネル、差動入力、
低電力(1kspsで6μA)、I2C

複数の電流と電圧を低コストで検出

MAX11618*~ 
MAX11625*
MAX11626*~ 
MAX11633*
MAX11634*~ 
MAX11637*
MAX11638*~ 
MAX11643*  

マルチチャネル、SPIインタフェース
内蔵FIFO ADC

低コスト、8/12ビット、8/12/16チャネル、 
差動入力、内蔵FIFO、SPI

SPI ADCのファミリで複数の電流と電圧を低コストで
検出

アンプ

MAX9918/19/20 高精度、片方向/双方向の電流検出 
アンプ

入力コモンモードレンジ(CMR)：-20V ~ +75V、入力
オフセット電圧(VOS)：400μV (max)、利得の選択

負のコモンモード電圧についても高精度の 
電流監視、追加の回路が不要

MAX9922/23 超高精度ハイサイド電流検出アンプ オフセット電圧(VOS)：25μV (max)、
利得精度：> 0.5%、利得の選択

極めて小さな検出電圧でも高精度の電流測定が可能

MAX9928F/29F 超小型、片方向/双方向、ハイサイド
電流検出アンプ

入力CMRR：-0.1V ~ +28V (自己消費電流：20μA)、
利得の選択

バッテリ監視アプリケーション用にスペースを削減

MAX4211 ハイサイドの電力および電流モニタ 
(健全性の診断付き)

リアルタイムの電力および電流モニタ、 
設定可能な診断検出器

電流監視用の高集積ソリューション、設計を加速

  

推奨ソリューション(続き)

*開発中。入手性についてはお問い合わせください。

Maximが推奨する電流検出ソリューションの一覧については、japan.maxim-ic.com/detectをご覧ください。

http://japan.maxim-ic.com/industrial
http://japan.maxim-ic.com/detect


センサー
推奨ソリューション

92	 Maxim Industrial Solutions

ホール効果センサー

品名 説明 特長 利点

アンプ

MAX9639* 超低電力ホール効果センサー サンプリングレート：50ms、動作電圧：1.7V ~ 5.5V、
3つのスレッショルドポイント(1.5mT、3mT、 
および5mT)

内蔵のセンサーとアンプによってコストを低減

MAX9640* 超低電力ホール効果センサー サンプリングレート：50ms、動作電圧：1.7V ~ 5.5V、
正弦波出力

印加した磁界の方向を示すことでシステムの 
コストを削減

MAX9641* 超低電力デュアルホール効果 
センサー

160μs/500μs/50msのサンプル周期の選択、3つの
スレッショルドポイント(1.5mT、3mT、および5mT)、
磁石の移動の方向と速度を供給

調整可能な機能を備えた部品を内蔵することで 
ホール効果システムを簡素化

Maximが推奨する位置検出ソリューションの一覧については、japan.maxim-ic.com/detectをご覧ください。

センサー通信インタフェース

品名 説明 特長 利点

 トランシーバ

MAX14820* IO-Linkのセンサーアクチュエータ 
インタフェース

小型2.5mm x 2.5mmのWLPおよび4mm x 4mmのTQFN 
パッケージ、デュアル24V出力とデュアル24V入力、
駆動性能：300mA、IO-Linkウェイクアップ検出

IO-Link/バイナリセンサーインタフェースによって 
PCBの実装面積を削減

MAX13442E/43E/44E 障害保護RS-485トランシーバ 障害保護RS-485：±80V、ハーフデュプレックス、
5V (250kHz/10MHz)

 トランジェント電圧抑制回路(TVS)や過電流プロテクタ
などの外付け部品をなくして設計を簡素化

Maximが推奨するセンサー通信ソリューションの一覧については、japan.maxim-ic.com/sensorをご覧ください。

 

推奨ソリューション(続き)

*開発中。入手性についてはお問い合わせください。

http://japan.maxim-ic.com/detect
http://japan.maxim-ic.com/sensor

